
≫スマートインフラ事業が取り組むビジネス領域

事業内容 スマートインフラ事業

スマートインフラ事業により、ICTを活用して社会インフラ全般の構築・保守・運用業務を高度化し、効率よく行
うことを目指していきます。NTTインフラネットの空間マネジメント技術とインフラ・エンジニアリング技術におけ
る強みを活用して、インフラ業界全体の業務の高度化と効率化に向けて取り組んでいます。

インフラ管理ビジネス

インフラ分野に対し、デジタルデータ
を活用した業務の効率化・フロース
ルー化、業務代行などを展開

空間マネジメントビジネス

地図提供、GIS、位置基準付与 /補正、
不動産 ID等への変換支援（地番 /座標
付与）

データ活用ビジネス

インフラ管理ビジネスにより蓄積した
データに付加価値を付与し提供、また
不動産 I D等を組み込んだビジネスへ
の展開

ICTを活用した、
社会インフラに関する業務の高度化推進

空間マネジメント
ビジネス

インフラ管理
ビジネス

絶対情報を持つ様々な空間情報をデジタル化して
共用・活用しインフラ業務をDX化

新領域への
データ活用

ベースレジストリ（GEOSPACE・高精度3D空間情報・空間/不動産ID）

インフラデータ センシングデータ
● DB整備

アプリケーション領域
● アプリケーション、アセット等の提供
● 他社商材、市中技術等の活用

マネジメント領域
● 業務代行（BPO）
● 業務マネジメント（包括/一元化/広域連携）

デジタルデータによるフロースルー化（DX）

施工調整設計協議計画診断点検

再委託計画 補修

包括

点検

自治体

清掃

インフラ

《デジタル化・精緻化》

《エンジニアリング業務の高度化》
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《付加価値提供》

他分野インフラ分野
通信 電力 交通・道路 物流 不動産 都市開発 自動運転上下水道

Smart Infraプラットフォーム


